た。 

「先生、 こり や 何 だい」 

与 八 はいちい ち 見世物の 絵 看板の 前で 立ち止まる。 

らくだ 

「こり やその 駱駝の 見世物 だ」 

「駱駝と いうの は 何だろう、 馬み たような 変て こな も 

の だな」 

「そり や 南蛮の 馬 だ」 

「背中に 瘤が ある」 

「あれが 鞍の 代りになる」 

「おおきな 瘤 だな」 

「 ま ま ま ま II 



「先生、 こり や 何 だ」 

かご V- い く 

「これ は 籠 細工と いう もの だ、 今 はやりの 籠 細工と い 

う もの だ」 

きれ い 

「綺麗 だな あ」 

び いどろ ざ い く 

「その 次 は 竹細工、 糸 細工、 硝子 細工、 紙細工」 

「綺麗 だな あ」 

「それから 駒 廻し」 

「や あ、 駒から 水が 出て いる」 

からく リ 

「今度 は 機関」 

「や あ、 機関まで ある」 

「女 盗賊 三 島のお 仙と きたな、 こり や 三 座 太夫 だ、 次 



がお でで こ 芝居」 

「芝居で 歯磨 を 売る の はお かしい」 

「 ま ま ま ま II 

「それでも 先生、 『おあいき やう 手踊り 御 歯磨 調合 人、 

くだ ごろう 

岩 井 管 五郎』 と 書いて ある」 

「いや、 こいつら は、 もと 歯磨 売りと して その 筋へ 願つ 

て あるの だ、 芝居 をす ると 言って 始めた ので はない、 

それ だから 今でも 歯磨の 看板 を 出して いるの だ」 

うちかけ 

「ああ、 打掛を 着た お 姫様が 向う を 向い ている、 ぁリゃ 

何 だ」 

「与 八、 あんな もの を 見る もので はない、 あり ゃ士君 



え」 

「そんなに 入れる もの か、 千 人 は 入れる だろう な」 

「や あ、 あんな 高い ところで、 よく あんな 芸当が でき 

かお さか 

る もの だな あ。 あんな 綺麗な 面 をした 娘が 逆さに なつ 

て、 足で 盥を 組み上げて、 その上で 三味線 を 弾い てら 

あ、 ェ ライ もの だな あ。 こっちの 方 は 綱渡り か」 

あおむ 

与 八 は 余念な くこの 立 看板 を 仰向いて 見て 行く うち 

- J 、 

「大 評判、 印度人 槍 使い」 

ちょうどまん 中のと ころに 掲げられた、 わけて 大き 

くした 絵 看板の 前まで 来ました。 



言った。 前に も 後に も 初めての 舶来、 看板で おどかし、 

呼 込みで 景気 をつ け、 次に 中入り 前に、 ヮザヮ ザ 時間 

を 置いて 勿体 をつ けて、 また 改めて 口上 言いが 出て、 

「さて 皆々 様、 これより お 待 兼ねの 印度人 槍 使いの 芸 

当 …… 」 

おひれ 

前のに 尾鰭 をつ けて 長々 と、 槍 使い 一代の 履歴 を述 

のうがき 

ベ、 さんざん 能書 を 並べ て 見物に 気 を 持たせて おいて、 

口上が 引 込む と 拍子木 力 チカ チと、 東口から 現れた の 

がその 印度人で あります。 

、-っ わ ね 

「なるほど、 こり や 黒ん坊 だ、 看板に 偽り は 無え」 

ふ う さ い 

見物 は その 異様な 風采で まず 大 満足の 意 を 表します。 



道 庵の 面 をし ばらく 見詰めて いた 印度人。 他 目に は 

誰も 何とも 気がつかなかった が、 印度人 は ブル ブルと 

慄 えて、 危なく 槍 を 取 落す ところ を、 しっかりと 持ち 

直して、 わざとら しく 横 を 向きました。 

「はて、 おかしい ぞ」 

ひ.^ 

道 庵 先生 もまた この 時 首 を 捻り ましたが、 

「何 だね、 先生」 

「どうも、 おかしい、 あの 印度人 は 見た ことの あるよ 

うな 印度人 だ」 

「先生 は 印度人に も 友達が あるの かね」 

「どうも、 あの 時より 肉 は 少し 落ちて いるが、 骨 組に 



変り はなし、 跛 足に 申し分 もな し、 こいつ はいよ いよ 

おかしい」 

道 庵 先生 は、 慈姑 頭 を 振り立てて 印度人の 恰好 を 横 

から 見、 縦から 見て いました が、 

「あ + ^まま ま I 

突然、 大きな 声で 笑い出しました。 

時々 変な こと を 言い出す お医者さんと 思って、 あた 

リの 見物 も 気に 留めなかった が、 この 時 は 笑い 方が あ 

ぎょう さ ん 

まり 仰山であった から、 みんなが 道 庵の 方 を 振 向い 

て 見ました。 

「先生、 何 を 笑って るの だ」 



与 八 も 驚かされました。 

「あ + ^まま ま I 

道 庵 はや はり 大口 を あいて 笑います。 

「何が おかしい だか」 

与 八 は 受取れ ぬ 面。 

「まず 前芸と 致しまして 槍投げの 一 曲、 宙天 に 投げ 

たる 槍 を 片手に 受け 留める …… 」 

口上 言いが 言う。 

印度人が 槍 を 取り直して、 ヒュ— と 上へ 投げる。 

「うまい ぞ！ あは はは」 

道 庵 先生が 囉 すと、 印 S 人 は ブル ブルと IS えて、 落 



「あま まま ま I 

口上の 申し わけ 半ばに 道 庵が 笑う。 口上 は 腰 を 折ら 

れて 変な 目 をして 道 庵 を 見た が、 また 申し わけ を つづ 

けて、 

ずつうめ まい 

「食 当り 水 当りの ために 頭痛 眩暈 を 致し、 なにぶん 芸 

当 相 勤め 兼ねます るに より …… 」 

「その 病気なら 俺が 癒して やる」 

さしでぐち 

またしても 道 庵の 差 出口。 

「当人 病気 休息の 間、 代って 手品 水芸の 一席 を 御覧に 

入れ まあす る」 

「馬鹿野郎」 



「それで は、 あの 下 谷の 長者 町に いらっしゃる という 

先生 力 レ 」 

「そうだ、 その 道 庵 先生が 見物に 来て いるの だよ」 

「まあ、 そり や 驚いた ね。 それ だってお 前、 なにも 心 

配す る こと はあり やしないよ、 お前の 方で は 道 庵 先生 

だと わかっても、 先生の 方で はお 前が 友さん だと わか 

きづか 

る 気遣い はない からね。 傍に いる わたし だって、 そう 

言われなければ わからな いの だから、 心配し なくても 

I レじ やな レカ」 

「ところが 駄目なん だ」 

「わかつ ちまった のかい」 



「何と 言った つて かま やしない じ やない か、 怖い こと 

はないだろう」 

「だってお 前、 俺ら に は 気 恥し くって やって いられね 

え」 

「困った ねえ」 

「俺ら はもう 印度人 は 廃業 だ、 親方に うまく 持ち かけ 

られ て、 お前まで が やって みろ と言う もの だから こん 

なに 黒くな つてし まった が、 今日と いう 今日は、 とて 

もやり きれね え」 

「困った ねえ」 

し. 4 ラ 

「印度人 は 庵ら の 性 に 合わね え」 



「困った ねえ」 

ののし さわ けたた 

この 時、 見物 席の 方で 罵り 噪ぐ 声が ここまで 暄ま 

しく 響いて 来る。 

「あれ、 あんなに お 客が 騒いで いる じ やない か、 お前 

が 中途で 引 込んだ からな のだろう、 お客様 は みんなお 

前 を 見た が つ て 来る の だからね」 

「俺ら はこ ， J へ 寝て しまう」 

よねと も 

この 印度人の 正体が 米 友で ある こと は 申す まで もな 

いこと で、 米 友 は 今、 剌繡の 衣裳な どが 掛けて ある 帳 

の 中へ 入つ て 寝込んで しまおう とすると、 

「黒さん」 



がった から、 俺ら の 引 込みが つかねえ、 それでとうと 

うこんな 目に会つ ちまった、 ばかばかしい」 

こごと 

「そんな 小言 をい ま 言った つ て 仕方がな いよ、 早く 出 

ておくれ」 

としま 

親方の 年増 は、 だます ようにして 来 友 を つれて 行き 

ました。 

「先生、 大 へんな 騒ぎに なつち まった ね」 

与 八 は 道 庵に 向つ て 言う。 

「あま まま ま I 

道 庵 は 笑って いる。 



その上に 印度人の 病気 を 見出す ことが 上手 だ」 

「先生、 出て 来ました ぜ」 

「や あ 来た 来た。 黒、 また やって来 たな、 しっかり や 

れ」 

「東西 I -」 

口上 言いと 出方と が 黒 を 引っぱ つ て、 場の 真中へ 出 

て 来ました。 黒 は 元気の ない 歩きつ きをして 道 庵の 方 

を 見る のが、 鼠が 猫 を 見る ような 態度であります。 

黒が 出て 来たので 見物 は、 やっと 納まりました。 

「いよう 黒ん坊！」 

「御 見物の 皆々 康へ 申し上げます、 ごらんの 通り 色が 



黒う) y ざいます から、 喜怒哀楽 の 心 持が 現われ ませぬ、 

どうぞ この 足 どり の 萎れた ところで ごらん 下さい まし、 

虎 を 手取りに 致す ほどの 豪傑 も、 人間 はすこぶ る 内気 

で ござ いまして、 子供の ような ところが ございます、 

ただいま 腹痛が さし 起り まして、 とても 芸当が 致し 兼 

ねる と 申して、 皆々 様に お断わり も 申し上げず 引 込ん 

で駄々 を 捏ねます るの を、 ようやくの ことで 引き出し 

て 参りました、 今日は どうぞ、 これにて 御免 を 願い 上 

げ まする、 その代りと 致しまして、 明日 は 残らず 芸当 

を 取 揃えて 御覧に 入れます る …… 」 

口上 言いが ぺらぺら 喋る と、 聞いて いた 印度人の 



米 友が 喚く。 

「おや、 あの 印度人が 日本の 言葉 を 使った ぜ、 そうし 

て 口上 を ひっくり返した」 

見物 はまた 沸く。 

「あ + ^まま ま I 

道 庵 先生が、 また 大笑い をす る。 

その 晚に、 お 君と 来 友 はこの 見世物 小屋 を 追ん 出さ 

れて しまいました。 

「友さん」 

かお こわき 

お 君 は 泣き出し そうな 面 をして、 三味線 だけ を 小脇 



「君ち やん、 俺ら もよう やく 奉公口が きまった よ」 

来 友が 言って 来たの は、 それから いくら もた たない 

後の ことで ありました。 

「そうかい、 それ はよ かった ねえ、 どんなと ころな の」 

着物 を 畳んで いたお 君が 莞爾 しました。 

「金貸しの 家 だよ、 ， J の， I J ろ 金貸し を 始めた 家なん だ 

よ」 

「金貸し？ お金 を 貸して 利息 を 取る 商売な の」 

「そうだよ」 

「金貸し は 貧乏人 泣かせで、 罪な 商売 だ という じ やな 

ヽ > I 

レカ」 



「でも、 主人と いうの は 子供なん だからね、 子供と いつ 

て も 十四 か 五 ぐらいだ、 それが 主人で、 そのお 母さん 

ともつ かず 姉さんと もっかない 女が 一人、 その子 は、 

おばさん おばさんと 言って いるが、 その 一 一人き りなん 

だ」 

「その 女の人と 子供と 一 一人で 金貸し をして いるの」 

「うむ、 そうだよ、 代々 やって いるの かと 思えば そう 

でもな く、 ほんの 近頃 はじめたら しいんだ から」 

せん 

「では、 そのおば さんと いうの が、 先の 御 亭主 か 何 か 

が 残して おいた お金 を もって、 それ を 寝かして おくの 

も 15 しいから、 金貸し をして 暮らそうと でもい うんだ 



「甲 州と やらへ」 

「甲 州へ？」 

「すぐ 帰つ て 来ます よ」 

お 君 は 畳み かけて いた 着物 を、 また 畳み はじめます _ 

「君ち やん」 

来 友 は、 燈 下に 着物 を 畳む お 君の 姿 を 横の 方から 暫 

く 眺めて いて、 思い出し たように 名 を 呼びました。 

「何 だえ」 

お 君 は 着物 を 畳みながら 返事。 

「お前 は 旅へ 行く、 俺ら は 奉公に 行く、 そうすると、 

また 暫く 会えない ね」 



「ああ、 そうそう、 かわいそうに、 ムクに まだ 夕飯 を 

やらなかった のね」 

お 君 も 面 を 上げる。 来 友 は 立って 障子 を あける と、 

縁側に 首 をのせ て、 ムクが 尾 を 振って 鼻 を 鳴らして い 

ま ^9 

「ムク や」 

米 友 は 直ぐに 台所から 食物 を 持って来て、 ムクに 食 

ベ させました。 

「ムク や」 

尾 を 軽く 振って 夕飯 を 食って いる ムク。 それ を 見な 

がら 来 友が、 



るよう にして やる から」 

忠作は 障子 を 荒々 しく 締め切って 奥へ 行って しまい 

ました。 

「ちえ ッ」 

友 造 は 舌打ち をして、 

「いやにな つち まうな、 また 日 済 集めに やられ るんだ _ 

だい きら 

日 済 集め は 俺ら は 大嫌い だ、 ナゼ だと 言えば、 あの 申 

しわけ を 聞く のがい やなんだ、 そうかと言って 思うよ 

うに 集まらね えと、 あの 小僧 ツ子の 御主人 様が ガミガ 

ミ言 やが る、 いや だな あ、 いや だな あ」 

友 造 は 口小言 を 言つ て莛を 廻りました。 



というのに、 仕込み や 何 かで 金が かかる から、 少しば 

かり 借りて おきたい と言うんで すよ」 

「なるほど、 見世物 師 なんという もの は、 あれで 当る 

と なかなか 儲かる もの だから 都合して 上げても いいが 

…：- J 

「今晩、 また 相談に 来る と 言って いたよ、 よく その 時 

に 聞いて みたらいい でしよう」 

「向う の 話ば かり 聞いて いても 駄目、 実地に 行って 様 

か た めきき 

子 を 見て、 それから 抵当に なりそう な ものの 目 利 をし 

た 上で …… 」 

「そんなら 行つ て ごらん」 



「ほかに も 廻る ところが あるから、 夕飯が 済んだら 出 

かけましょう。 両国 はなん と 言いました かね」 

「何と 言った か、 わた しもよく 知らない、 名札が 置い 

てあつ たはず だから 見て 上げよう」 

お 絹 は 気のない ように、 これ だけの こと を 言いば な 

しにして、 自分の 居間へ 帰って しまいました。 居間へ 

帰って からお 絹 は、 机に 凭れて ホッと 息をついて、 

「ほんと に 厭に なって しまう、 あんな 子供の くせに 朝 

もときん 

から 晩までお 金の こと、 元金が い くら で 利息が い くら、 

それより ほかに 言う こと はあり やしない。 あ つちから 

み ど > J ろ 

来る とき は 賢そう な 子 だから、 見処が ありそうに 思 つ 



ま 

いた じ やない か、 ダル ダル 捲き にして 懐中へ 突っ込ん 

でお くから、 こんな ことになるんだ」 

「ェェ と、 柳 原の 土手 だ、 たしかに あの 時に 落した に 

違えね え」 

「柳 原の 土手で どうしたんだ」 

おいはぎ 

「あの 土手で 女の 追 剝が出 やが つたから、 そいつ を 追 

払って 逃げた 時」 

「馬鹿、 女の 追剝 という やつが あるか」 

忠作は 苦りき つ て、 

よたか 

「あり や 夜鷹と いう もの だ」 

「なるほど I 



よしずば り 

に 材木が 転がって いたり 葭簀 張が してあった りする く 

らいの もので、 別段 そこに 人が 住んで いる 様子 もない 

し、 「ちょいと、 様子の よい 旦那」 と 言って 呼びかける 

ような 女の 気配 も 見えない から、 ポ カンと して 立ち 尽 

していました。 

十両と 少しの 金 を 尋ね 出さなければ、 米 友 は 御主人 

の 家へ 帰る ， J とがで きな いのです。 

神 田と 浅 草の 方面 を あてもなく 歩き 廻って いたが、 

あて 

当のない こと は どこまで 行っても 当がない から、 ーぜ 

いずみば し 

ん飯を 食べて 腹 を こしらえて、 再び 柳 原 通りの 和 泉 橋 

たもと 

の 抉 へ 戻って 来ました。 



米 友 は、 たしかに 聞いた 声 だと 思いました。 

「句 を そ， J で 考えて いるんで すよ」 

「少し 探し 物が あるんだ」 

「おや、 探し 物？」 

と 言った 女 は、 ズ カズ 力と 米 友の 傍に 寄って 来ました。 

「そこに 突立って いたって、 探し 物 は 出て 来 やしませ 

あん 

んょ、 歩いて ごらんなさい、 小柄で 華奢で 歩よ のお 上 

手な お 方」 

「おや、 お前 は …… 」 

「探し 物と いうの はお 金でしょう、 鬱金の 財布に 入れ 

たお 金の ことでしょう、 それ をお 前さん は 探して おい 



と を 暫く 見送って いました のよ、 そうすると、 足 許に 

落ちて いたのが 財布、 手に 取って 見た 時分に は、 もう 

お前 さ ん の 姿が 見えな か つたから、 少しば かり 追い か 

けて みたけれ ど、 どちらへ おいでな すった か 分らな 

かった から 預か つ てお きました」 

「有難う、 あれ は 俺ら の 金 じ やな いんだ、 主人の 金な 

ん だから」 

「念のために、 わたし は 中 をよ く 調べて おきました、 

そうして すぐにお 係りへ 届けようと 思った けれど、 そ 

うする と 面倒になる し、 仲間の 者に 見せれば、 すぐに 

K われて しまい ますから、 見て ごらんなさい、 こんな 



給仕 をして やって いるから、 米 友 はいよ いよ 変に 思つ 

て、 

ほどこ 

「施し をす るんだ か、 され るんだ かわから ねえ」 

くちもと 

と 言って る 口許へ 世話人が、 お 粥の 椀 を 持って来て、 

「さあ 食いね え、 貧窮 組」 

けむ 

米 友 は 煙に 捲 かれて そのお 椀 を 手に 取りました。 あ 

とから あとから とやって 来る 連中、 見れば 必ずしも 食 

うに 困る ような 貧乏人の みで はない と 見える のが、 

「貧窮 組が 出来た そうで、 どうかお 仲間に していた だ 

きとう ござ います」 

お 粥 を 貰って は 食べ、 食べて しまう と 給仕 方に 廻る _ 



で、 誰が 煽動た ともない うちに こうして 大勢が 集まつ 

て、 町内から 町内へ と 繰 込んで 行く のです。 物 持の 家 

へ 行って は、 米と お菜と 金 を 貰って、 それでお 粥 を こ 

とき 

しらえ て 食います。 それ を 食って しまう と、 また 鬨の 

声 を 上げて 次の 町内へ 繰 込みます。 こちらに 一組 出来 

ると、 あちらに 一 組 出来ます。 けれども おかしな こと 

に は、 別に それが 乱暴 を 働く というので はありません _ 

ただこう して 町内から 町内 を 食つ て 歩く だけの ことら 

やじうま 

しいので す。 それに 江戸 名物の 弥次馬が 面白がって 

まま き 

くっついて 飛び出す。 出ない と 幅が利か なくなったり 

憎まれた りする から、 表通りの 商人まで が この 貧窮 組 



いちれん じ ゆぎ ようねんぶ つ 

甲府の 南の 郊外に ある 一 蓮 寺と いうの は 遊行 念仏の 

道場で 聞え た 寺。 

ちんじゅ まつり 

おりから そこの 鎮守に お 祭礼が ありました。 

おんな かるわざ おおいち ざ 

「江戸 名物、 女 軽業 大 一 座」 II 本堂の 屋根よりも 高 

まくば どろえのぐ 

く 幕 張り をした 小屋。 泥 絵 具で 描いた 看板の 強い 色彩。 

しゅちく 

高い ところへ 登つ て 片足 を 撞木に かけて 逆さ にぶらさ 

かみしも さんぽう 

がって いると ころ、 袴 を 着て 高 足駄 を 穿いて、 三宝 

を 積み重ねた 上に 立って いる 娘の 頭から 水が 吹き出す、 

べん べん たちう す 

力 持の 女の 便々 たる 腹の 上で 犬の 男が 立 臼 を 据えて 餅 

を搗 く、 そんなよ うな 絵が 幾 枚 も 幾 枚 も 並べられて あ 



ないから、 くだらな いものに ひっかからない ように。 

ぉリ すけ 

口上 言い や 折 助なん ぞが、 いくら 色目 を 使っても、 白 

い 歯 は 見せち やい けない よ。 その代り、 身分と 身上 

の 確かな 人で あったら、 年の 違い や 男ぶ リ など はどう 

でもよ いから …… 」 

こんな こと を 言いながら 親方の 女 は、 見て いるまに 

お 君の 島 田 を 結い上げて しまいました。 

「それで は 行つ て 参ります」 

「ああ、 行って おいで」 

親方の 女 は、 また 煙草 を 吹かしながら、 自分が 結ん 

てぎわ ほれ ま， れ 

で やった 島 田鬍の 手際 を、 自分ながら II 々と 見て いま 



巿 五郎が 先に 立って、 金 助 を柳屋 というのへ 引っぱ 

り 込みました。 

この 別室に は、 問題の 神 尾 主 膳が お 君の 来る の を 

待って いると は 知らないで、 二人 は そこで 一杯 飲む こ 

とに なりました。 

と. +P ま 

「どうもお かしい ぞ、 あすこに 供待ち をして いるの は 

あり やた しかに 神 尾の 草履 取」 

金 助 は 手 を 洗いに 行って から、 席へ 戻って こう 言い 

ました。 

「それじゃ 神 尾が ここへ 来て いるの だろう、 どこに い 

るか 当ってみ ねえ」 



受けた ことの あるお 客と すれば、 やっぱり それでも 昔 

履染 

「それと は 存じ ませず 失礼 を 致しました、 お忘れな く 

御 貝顯属 下されまして、 かさねがさね 有難う 存じます る」 

さかずき 

「それでよ ろしい、 ここへ 来て 盃 を 受けて くれ、 そ 

あい やまぶし 

して 久しぶり であの 間の 山 節 を また 一 曲 聞かせて もら 

ヽ. J こヽ I 

レ.. 1/ レ」 

「恐れ多う， } J ざ いますから こちらで」 

「なぜ そのよう に 遠慮 をす る」 

敷居より 内へ は 入らない お 君、 それ を もどかし がつ 

て 神 尾 主 膳 は 畳 を 叩く。 



「あの、 お 座敷で は 恐れ多う ございま すから、 お 庭先 

で 御機嫌 を 伺った 方が、 手前の 勝手に ござり まする、 

あの 古市で 致しました 通り、 このお 庭で 御 挨拶 を 申し 

上げましょう」 

むしろ 

「なるほど、 古巿 では 座敷へ 上らずに、 庭へ 莛を 敷い 

しきたり 

て 聞かせて くれたな。 しかし それ は あの 土地の 慣例で 

あろう、 ここへ 来て まで その 慣例 を 守ろうと は 愚かな 

遠 慮 I 

その 時に、 この 庭の 石灯籠の 蔭で 人の 気配が する の 

みとが 

を、 神 尾 主 膳 は 早く も 見咎めました。 



世 物 小屋が パッ タリと 商売 を 止めて、 女 芸人 や 年寄 は 

避難 させ、 丈夫そう なやつ だけが 合戦の 用意 を はじめ 

ます。 長 井 兵 助な ど は、 長い 刀 をし きりに 振リ 廻し ま 

した。 

けれども 騒動の 中心に なった の はや はり 娘 軽業。 木 

戸 も 看板 も 滅茶滅茶に 叩き こわされて、 木戸 前で 組ん 

ず ほぐれつ していた 群集 は、 ドッ とば かりに 場内へ 乱 

入して しまいました。 そこで、 また 敵 味方、 弥次馬 も 

ろと もに、 入り乱れて 撲リ 合い 嚙み 合いに なりました _ 

見物の 中で 血の気の 多 いのは、 頼まれ もしない に弥 

次 馬の 中へ 飛び込んで、 喰い 合い 嚙み 合います。 幸い 



Mo 

き 

火の 威勢が、 いよいよ 天井 を 這い 上って、 黒い 煙と 

もうち う 

白い 煙が 場内に 濛々 と 湧き出した その 中から、 

「うわ— う」 

おうぜん ほ 

旺 然として 物の 吼 ゆる 声が 起リ ました。 これ は 獣の 

吼 ゆる 声。 この 場の 人間 どもの 怒号、 叫喚、 愚劣、 迷 

乱 を 叱咤す るよう にも 聞きな されて、 思わず 身の 毛 を 

よだて る ほどの 一 声で ありました。 

くさ リ 

ムクは 強い けれど、 かわいそうに 鎖に つながれて 

いました。 こんな 騒ぎになる 前に 誰か 気 を 利かして 鎖 

を 解いて やれば よかった もの を、 その 方に は 誰も 気が 



はんももひき しに ものぐ る 

半 股引 を 着けて いた。 剃刀 一挺 を 得物の 死物 狂い、 髪 

ものすご 

が 乱れ 逆立って、 半裸体で 荒れ狂う 有様、 物凄い ばか 

り。 しかし、 いくら 気が 焦っても 多勢の 男に 一人の 女 _ 

お 角の 剃刀 はいつ か 打ち落されて しまう と、 忽ちに 手 

取り 足取り。 

「口惜し イツ」 

お 角 は 歯嚙み をした が もはや 如何と もす る こと はで 

きません。 こうして お 角 を 取って 押えた 折 助 ども は、 

とき 

忽ち 胴上げに して 鬨の声 を 揚げて 表の 方へ 担ぎ出す。 

高い ところで それと 見た 力 持のお せいさん、 

「あれ 親方が 捉 まって しまった、 この 野郎 ども、 覚え 



かった もの を、 今と なって は 仕方がない、 誰か ムクを 

助けて やって 下さい、 ムクの 鎖 を 解いて やって 下さい _ 

そうすれば こんな 折 助なん ぞ 幾人 来たって、 こんな 口 

惜しい 目に会 やしないのに。 ムク を、 ムク を、 ムクの 

鎖 を 解いて やって 下さいよう」 

声 を 限りに 叫びました。 

九 

お 君が 神 尾 主 膳に 柳屋へ 呼ばれて、 三味線 を 取り直 

した 時に この 騒ぎが 起り ました。 



「危なくても よろしう) J ざいます、 こうして はおられ 

ませぬ、 どうぞお 暇 を 下さい まし」 

ばち 

神 尾 主 膳の 袖 を 振り切つ たお 君 は、 三味線 も 撥も投 

げ 出して 跣 足で 飛んで 帰りました。 

「ああ、 大変な こと、 火が ついて しまった、 こんな こ 

となら モット 早く 来れば よか つ た」 

お 君の 来て 見た 時分に は、 小屋の 裏手へ 一 面に 火が 

廻って います。 表へ 廻る と、 小屋の 中から 雪崩 を 打つ 

て 押し出す 群集。 

「あれ まあ、 親方さん が 担がれて。 力 持のお せいさん 

までが ああして。 まあまあ、 みんな 娘た ちが 連れて行 



いちは や 

の 死人 を 残し、 多数の 怪我人 を 出して、 逸早く この 場 

を 逃れ 得た のが 幸いで ありました。 

しかし、 かわいそうに 軽業の 女た ち、 折 助 は 逃げ去つ 

たが 今度 はいつ そう 怖ろ しい 骨まで しゃぶる 獣、 それ 

の 襲撃と 聞いて 歯の根が 合わ なくなりました。 けれど 

も その 怖ろ しい 獣 は、 存外、 女た ちに はおとな しく あ 

りました。 

縛られて 歯の根の 合わない 女た ちの 傍へ 寄って、 ク 

フンク フン と 鼻 を 鳴ら して 狎れて 来る のが 不思議で あ 

リ ま ^9 

「おや、 ムク だよ、 ムクが 来て くれたん だよ、 ムクが 



せんべ つ はぎわらい 

「餞別と いう ほどで もね えが、 裏 街道 を 通って 萩原 入 

ラ しとら 

りから 大 菩薩 峠を越す 時に、 峠の 上の 妙 見 堂から 丑 寅 

の 方に 大きな 栗の 木が あるから、 その 洞の 下 を五寸 

こあきない もとで 

ばかり 掘って みてくれ、 小 商売の 資本ぐ らい は そこ か 

ら 出て 来る だろう」 

あくせん 

「せっかく だが、 そいつ はよ そう、 悪銭 身に 着かず と 

さ い さ き 

いう ことになると 幸 先が よくね えから な」 

「悪銭と いうの もお かしな もの だが、 それじゃ お前 は 

た ち もと で 

性質の いい 資本 を 持って いるの かい」 

r 一 文な しだ、 江戸へ 出る 小 遣 もね えく らいの もの だ」 

まにんげん 

「腕 もな し、 資本 もな し、 それで 真人間に なろうと い 



おうめ じゅく 

「それ はい ま 言う 裏 街道 で は大 菩薩 峠 の 上 、 青梅 宿 の 

， J ぼと けとうげ 

坂 下、 江戸 街道の 丸 山 台、 表の 方で は 小 仏 峠の 二 軒 茶 

ろくしょ さま 

屋の 裏の 林の 中と、 府中のお 六 所 様の 森の 後ろと 日 野 

の 渡し場に 近いと ころ。 まあ この 絵図面 を 見て おくが 

しま 

いい、 江戸から 持って来た 金 は 裏の 方へ 蔵って おく、 

甲 州で 稼いだ の は 表の 方へ 預けて おくんだ、 幾らに 

なって いるか 自分で も その 額 はわから ねえが、 ああし 

ておいても 利息が つく わけで はねえ から、 入用の 時 は 

い つで も 出して 遣って 貰いて えもの だ」 

「なるほど、 兄貴の 仕事 は なかなか 手堅い や、 こうし 

て 娘 を あっち こっちへ かたづけ ておけば、 いざと いう 



考えたん で。 いっその こと、 役割 を 抛り 出して この 娘 

と < よ 1 つ 

に 乗り換えた 方が 得 用 だと、 すんでのことに 役割の 方 

あきら 

を 諦めて しまおうかと 思い ましたよ。 まあ 怒つ ちゃ 

いけません、 一時 はそう 思いました けれど、 本来 わつ 

しど もも 善人です から、 そんな 薄情な こと はでき ませ 

ん、 と 言つ て 一 人で 一 度に 一 一人の 人 を 助ける わけに は 

いきま せんから、 役割 を 大急ぎで 稲荷のと ころまで 担 

ぎ 出して おいて、 それから 取って返して、 その 女の子 

を 首尾よく 担ぎ出しました。 が、 この 方が よっぽど 担 

ばえ 

ぎ栄 がしました。 まあまあ お聞き 下さい まし、 その 女 

の 子 はわ つし の 働きで い いところ へ 隠して おきます よ- 



気 狂いで は あるまい かと 兵馬 は 思いました。 木の 上に 

登って 助けて くれと いうの は、 たいてい 大水の 場合に 

限る ようです。 下 を 見れば 水 も 何も あり はしない、 尋 

常 平凡な 畑 道の 中で、 木の 上から 助け を 呼ぶ の はお か 

しいと 思い ながら、 宇津木 兵馬 は その 方 へ 急いで 行つ 

て 見る と、 木の下に 真黒な 動物。 

お やまいぬ 

なるほど、 犬に 逐 われた な、 狂犬だろう、 大きな 犬 

だ、 あれに 逐ぃ つめられて 木の 上へ 登って、 そこから 

しょ. - つし 

助け を 呼んで いると いうの は 笑止な こと だ、 その 声 を 

聞けば 子供で もない よう だが、 大の 男が 犬に 逐 われて 

助けて くれは、 いよいよ 以て 笑止な こと だと、 兵馬 は 



微笑しながら 木の 下へ 近づく と、 

「どうか 助けて 下さい、 その 犬 を 追い払って 下さい、 

やまいぬ むこうずね かっぱら 

狂犬で ございます。 この 通り 向 脛を搔 払われて、 着 

物なん ぞもズ タズ タで) J ざ います、 すん での こと に 命 

を 取られる ところ を、 やっと ここへ 逃げ 上 つたんで ご 

ざいます、 そこに 附 いて いられち や あ 逃げる ことが で 

きません、 どうか 犬 を 追い払って おくん なさい まし、 

助けてお くんなさい まし」 

木の 上に いた 男 は 半狂乱で 叫んで います。 

しつ 

「叱！」 

兵馬が 犬 を 叱る と、 犬 は 首 を 振 向けて ブ ルツと 身 を 



「犬と いう もの は、 三日 養わ るれば 生涯 その 恩 を 忘れ 

ぬ 代り、 ひとたび 受けた 恨み もまた 死ぬ まで 覚えて い 

ると いう こと だ。 どうか するとお 前 は、 あの 犬に 対し 

て 意地の 悪い こと をした、 その 祟り を 受けて 見込まれ 

たものと、 どうもそう しか 思われぬ」 

「そんな こと は 決して ございま せんよ、 第一、 あんな 

大きな 黒 犬 を 見る の は 今日が 初めてなん でございます 

から。 初めて 見た ものに 恨み を 受ける はずが ないじ や 

やまいぬ ひとくら 

ございま せんか、 狂犬の 人食いに 違い ございま せんよ」 

「とにかく、 わし も あちらへ 行く 者、 竜王 村まで 一緒 

に 行きましょう - 



僧体 をして いるから、 兵馬 は 変に 思って いると 金 公が、 

「さあ、 どうかお 入りな すって おくん なさい まし、 こ 

れ はわ つ しど もが 大の 仲よ しで 木蒐 入と 申します る、 

見たところ は 気味の 悪い 入道 で 一 J ざい ま すが 、 附 合つ 

てみ ると 気の 置け ない おひとよしの 坊主で ございま 

す」 

金 公 は 金 公で、 この 坊主 を 捉まえて 木 兎 入木 蒐 入と 

言 い、 坊主 は 坊主で 金 公 を 捉まえて 金 公金 公と 呼 捨て 

にして いると ころ を 見れば、 なかなか 懇意な 間柄ら し 

いが、 兵馬 はこ こで 雨宿り をす るつ もりで 中へ 入って 

見る と、 炉の 中には 釜 無 川で 取れる 川魚が 盛んに 焼か 



がない、 そこ は それ 若い者に 花、 しかし これ はどう も 

金 公と は 違う」 

一 口上げ に 金 公金 公と、 よい 方へ は 引合いに 出さな 

いから、 金 助 はいよ いよ 不平な 面 をし ます。 

「いや、 なかなか やる やる、 お前 様 はよ い 師匠に 就い 

うわ C 

て 稽古 をな された な、 ことに 上手の ものとの み 手 合せ 

をして おいでと 見えて、 下手より 上手へ 強いお 手筋 

じ や。 いや、 頼もしう ござる。 ハテ この 一手、 これが 

わからぬ、 いや これ はどう も」 

木 蒐入は 頭の 上へ 手 を 置いて しまったが、 大分 こた 

えたと 見えて、 金 公の 棚 下し も 出 なくなって 唸り 出す 



V ます」 

「ああ、 お 君 どの か」 

「そんなら 宇津木 様で ございまし たか、 よいと ころで 

お 目に かかりました」 

「不思議な ところでお 目に かかる、 ともかくも これへ 

お入りなさい」 

「御免下さい ませ。 ムク や、 このお 方 はわた しの 御 恩 

になった お 方です から 吠えて はいけ ません」 

「ああ、 その 犬 は、 お前さんの 犬で あつたか、 昼のう 

ちに この 先の 原の 道で 見かけた 犬。 そこに 怪我して い 

るの は 誰 じ や。 おお、 ここの 堂守と 途中から 一緒に 来 



しさ い 

た 男、 さて こそ 何 か 仔細の ありそうな」 

「これに は 長いお 話が ござり まする。 この 人た ち は、 

わたしに 向って よくない こと をし ましたから、 それで 

ムクが 怒って こんな 目に会わせ たので ございます、 お 

気の毒で ございます けれど、 こうしなければ わたしが 

助からな いので ございま すから、 どうか ムクの 罪 を 許 

し て 下さ いまし、 ムクが 悪 い の で) /ざいません から」 

「なんにしても このままに はすて 置け ぬ」 

兵馬と お 君と は、 力 を 合せて 木蒐 入と 金 公と を 家の 

かつ かい ほう 

中へ 担ぎ込んで、 ム クに嚙 まれた 傷 を 介抱して やり ま 

した。 



黒い 犬、 その 面魂、 ちっとも 油断が ならなかった。 

さて はこの 犬で あつたか」 

二人の 話 は それから それと 続きました。 その 時、 不 

意に けたたましい 警板 の 音。 

うしろ 

警板 はこの 堂の すぐ 背後、 杉の 大木に 掛けて あった 

の を、 いつの まに 抜け出し たか、 そこへ 上って 堂守の 

入道が 力任せに 叩いて いるので す。 

「あの 音 は？」 

兵馬 もお 君 も 驚きました。 

二人が その 音に 驚く と、 ムクも 首 を 上げて 尾 を振リ 

ま ^9 



く 鰍 沢の 町に 逗留す る ことにな りました。 

今朝、 お 君 を 残して 山 入り をした 兵馬。 

ムクを 連れて 兵馬 を 送って 行って 別れた 最勝寺 前、 

お. 力げ 力 

お 君に は 兵馬の 面影が 胸を搔 きむ しる ほどに 迫って 来 

て、 一人で は 居ても 立っても いられ なくなりました。 
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